
11月 3日・文化の日
23日・勤労感謝の日

（霜月） November

給与所得は、給与等の収入金額から給与所得控除額を差し引いて
計算します。この給与所得控除はサラリーマンの概算必要経費と位
置付けられていますが、上限が無いことから高所得者に有利な制度
となっているとの指摘があります。政府も見直しを検討しており、
来年度税制改正の焦点となりそうです。

国　税／10月分源泉所得税の納付
11月10日

国　税／所得税予定納税額の減額承
認申請 11月15日

国　税／所得税予定納税額第2期分
の納付 11月30日

国　税／9月決算法人の確定申告
（法人税・消費税等）11月30日

国　税／12月、3月、6月決算法人の
消費税等の中間申告

（年3回の場合）11月30日

国　税／3月決算法人の中間申告
11月30日

国　税／個人事業者の消費税等の中
間申告 11月30日

地方税／個人事業税第2期分の納付
都道府県の条例で定める日
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個
人
が
損
害
賠
償
金
を
受
領
し
た

場
合
の
課
税
関
係
に
つ
い
て
は
、
複

雑
で
解
り
に
く
い
と
い
う
声
が
多
い

の
で
、
以
下
ポ
イ
ン
ト
を
Ｑ
＆
Ａ
で

整
理
し
て
み
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
の
た
め

に
、
被
害
者
が
次
の
よ
う
な

治
療
費
、
慰
謝
料
、
損
害
賠
償
金
な

ど
を
受
け
取
っ
た
時
は
、
こ
れ
ら
の

損
害
賠
償
金
等
は
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

a

心
身
に
加
え
ら
れ
た
損
害
に
つ

い
て
支
払
を
受
け
る
慰
謝
料
な
ど

具
体
的
に
は
、
事
故
に
よ
る
負
傷

に
つ
い
て
受
け
る
治
療
費
や
慰
謝
料
、

負
傷
し
て
働
け
な
い
こ
と
に
よ
る
収

益
の
補
償
を
す
る
損
害
賠
償
金
な
ど

で
す
。

た
だ
し
、
治
療
費
と
し
て
受
け
取

っ
た
金
額
は
、
医
療
費
を
補
て
ん
す

る
金
額
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
支

払
っ
た
医
療
費
の
金
額
か
ら
差
し
引

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
治
療
費
と

し
て
受
け
取
っ
た
金
額
が
、
支
払
っ

た
医
療
費
の
金
額
を
超
え
る
場
合
に

は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
は
他

の
医
療
費
か
ら
差
し
引
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

s

不
法
行
為
そ
の
他
突
発
的
な
事

故
に
よ
り
資
産
に
加
え
ら
れ
た
損

害
に
つ
い
て
受
け
る
損
害
賠
償
金

具
体
的
に
は
、
車
両
の
破
損
に
対

す
る
損
害
賠
償
金
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
商
品
の
配
送
中
の
事
故

で
使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
っ
た
商

品
に
つ
い
て
損
害
賠
償
金
を
受
け
取

っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
収
入
金
額

に
代
わ
る
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

非
課
税
と
は
な
ら
ず
、
事
業
所
得
の

収
入
と
な
り
ま
す
。

d

心
身
又
は
資
産
に
加
え
ら
れ
た

損
害
に
つ
い
て
支
払
を
受
け
る
見

舞
金

非
課
税
と
な
る
見
舞
金
は
、
社
会

通
念
上
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
金
額
の

も
の
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
収
入
金
額

に
代
わ
る
性
質
を
持
つ
も
の
や
役
務

の
対
価
と
な
る
性
質
を
持
つ
も
の
は
、

非
課
税
所
得
か
ら
除
か
れ
ま
す
（
表

参
照
）。

心
身
又
は
資
産
に
対
し

て
加
え
ら
れ
た
損
害
の
発

生
に
伴
っ
て
受
け
る
損
害
賠
償
金
に

つ
い
て
は
、
通
常
は
資
産
の
譲
渡
等

の
対
価
に
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

損
害
賠
償
金
が
資
産
の
譲
渡
等
の
対

価
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
名

称
に
よ
っ
て
判
定
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
実
質
に
よ
っ
て
判
定
す
べ
き
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う

な
損
害
賠
償
金
は
、
そ
の
実
質
か
ら

み
て
資
産
の
譲
渡
又
は
貸
付
、
役
務

の
提
供
の
対
価
に
当
た
り
、
課
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

①

損
害
を
受
け
た
棚
卸
資
産
で
あ

る
製
品
が
加
害
者
に
対
し
て
引
き

渡
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

資
産
が
そ
の
ま
ま
又
は
軽
微
な
修

理
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
そ
の

資
産
の
所
有
者
が
収
受
す
る
損
害

賠
償
金

②

特
許
権
や
商
標
権
な
ど
の
無
体

財
産
権
の
侵
害
を
受
け
た
場
合
に

権
利
者
が
収
受
す
る
損
害
賠
償
金

③

事
務
所
の
明
渡
し
が
遅
れ
た
場

合
に
賃
貸
人
が
収
受
す
る
損
害
賠

償
金

11月号 2

加
害
者
か
ら
治
療
費
、
慰

謝
料
及
び
損
害
賠
償
金
な

ど
を
受
け
取
っ
た
と
き
の

取
扱
い
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Q1A

損
害
賠
償
金
に
対
す
る
消

費
税
の
取
扱
い
を
教
え
て

下
さ
い
。

Q2

A



3 11月号



公益法人の継続的取引の基本
となる契約書は印紙不要

印紙税法でいう、「継続的取引の基本と
なる契約書」（第７号文書）は、政令で定
める「営業者の間」において取引をする
場合のものです。

ここでいう「営業者」は、第17号文書
（金銭又は有価証券の受取書）の非課税規
定（いわゆる営業に関しない受取書）を
引用しています。

したがって、営業者でない公益法人の
締結する継続的取引の基本となる契約書
は、不課税文書となります。

さらに、公益法人と取引をしている者
が、たとえ営業者であっても、その継続
的取引の基本となる契約書自体が不課税
文書であるため、その営業者においても、
印紙を貼付する必要はありません。

11月号 4

別
荘
の
よ
う
に
「
生
活
に
通
常
必

要
で
な
い
資
産
」
の
譲
渡
損
失
は
、

他
の
各
種
所
得
と
の
損
益
通
算
が
で

き
ま
せ
ん
。

損
益
通
算
と
は
、
不
動
産
所
得
、

事
業
所
得
、
山
林
所
得
ま
た
は
譲
渡

所
得
（
一
定
の
居
住
用
財
産
に
係
る

も
の
）
の
金
額
の
計
算
上
生
じ
た
損

失
の
金
額
を
他
の
各
種
所
得
の
金
額

か
ら
控
除
し
て
通
算
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
同
じ
種
類
の
所
得

の
う
ち
に
、
黒
字
の
も
の
と
赤
字
の

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
差
引
計
算
す

る
こ
と
は
損
益
通
算
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。も

し
、
別
荘
以
外
に
土
地
の
譲
渡

益
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
譲
渡
益

か
ら
別
荘
の
譲
渡
損
を
控
除
し
て
、

譲
渡
所
得
金
額
を
計
算
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

別
荘
の
譲
渡
損
の
損
益
通
算

相続税の申告・納税

相続税の申告と納税は、相続や遺贈によ
って財産をもらった場合に、その課税価格
の合計額が基礎控除額を超えるときに必要
となります。

したがって、基礎控除額の範囲内であれ
ば、申告や納税をする必要はありません。
基礎控除額は次の計算式により算出されま
す。

【５千万円＋１千万円×法定相続人の数】
例えば、法定相続人が４人の場合は、基

礎控除額は９千万円になります。
相続税の申告は、被相続人の死亡を知っ

た日の翌日から10ヶ月以内に行うことにな
っています。

例えば、平成22年９月25日に死亡した
場合、平成23年７月25日が申告期限にな
ります。

期限までに申告しなかった場合や、実際
にもらった財産の額よりも少ない額を申告

した場合は、本来の税金以外に加算税が課
されます。

相続税の申告書の提出先は、死亡した人
の住所地を管轄する税務署です。財産をも
らった人の住所地ではありませんので、注
意が必要です。

相続税の納税は、前述した申告期限まで
に行うことになっています。

金銭で一度に納付するのが原則で、期限
までに納められないときには延滞税が課さ
れます。なお、現金での一括納付が困難な
場合のために、延納と物納という特別な制
度があります。

延納は何年かに分けて納付する方法で、
物納は相続などでもらった財産で納める方
法です。

これらの方法を希望する場合には、申告
書の提出期限までに税務署に申請書を提出
して許可を受ける必要があります。


